
図1　FRIEシステムによる表面線量率の三次元分布推定例

放射性物質が「どこに、どれだけ」存在するのかを三次元的に把握できる、新しい全方位検知型の放射線検出器を

開発しました。

従来のサーベイメータでは、放射線の飛来方向や、放射性物質の分布状況を知ることが難しく、一点ずつ測定を行

う必要がありました。今回新たに開発した検出器「FRIE」は、あらゆる方向から放射線を促える独自構造を持ち、従

来よりも少ない測定点で周囲の放射性核種の分布を立体的にマッピングできます。

検出器の角度分解能は約30度であり、1秒ごとに得られる放射線測定情報と測定エリアの情報を解析することで、

三次元的な放射能分布を作成することが可能です（図1）。また、簡易的な解析モデルを使用することで、リアルタ

イムに放射線の飛来方向を即座に示す「方向指示型モニタリングポスト」としても活用できます。

この技術により、廃炉作業現場や放射線環境を監視する現場などで、放射線の状況をリアルタイムかつ高精度に把

握できるようになり、安全で効率的な作業や環境管理に大きく貢献することが期待されます。
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